
台東区立          企画展 

みんなが見たい優品展パート 19 中村不折コレクションから 

敦
とん

煌
こう

写
しゃ

本
ほん

の世
せ

界
かい

 ー蔵
ぞう

経
きょう

洞
どう

のたからものー  展示一覧 
 

令和６年 ４月２日（火） ～ ７月１５日（月・祝） 

前期展示 令和６年 ４月２日（火） ～ ５月２６日（日） 

後期展示 令和６年 ５月２８日（火） ～ ７月１５日（月・祝） 

 

敦煌写本とは、敦煌莫
ばっ

高
こ う

窟
くつ

にある蔵経洞（第１７窟）から１９００年に発見された写経や文書類をさします。発見以前の古

代中国書道史は、拓本や模本などで編まれてきましたが、敦煌写本の登場で、隷書や楷書の変遷が肉筆によってつぶさ

に観察できるようになりました。本展では、敦煌を中心に、トルファンや鄯
ぜん

善
ぜん

（楼
ろ う

蘭
らん

）などから出土した貴重な写本を、中村

不折コレクションから紹介します。 

 

 

 

 

展示のごあんない 

１F                ２F 

 

 

 

 

 

 

 
   

 

 

施設の都合上、順路が複雑になっております。どうかご了承ください。 

 

 

【 １Ｆ 第１展示フロア－ 】 

【 展示ケース 】   

1 石碑で見る南北朝時代の楷書 

瘞
えい

鶴
かく

銘
めい

  南朝  梁時代・天監１３年（５１４） 

張
ちょう

猛
もう

龍
りょう

碑
ひ

  北朝  北魏時代・正光３年（５２２） 

 

【 大型展示ケース 】  

2 石碑で見る唐時代の楷書 

孔
こう

子
し

廟
びょう

堂
どう

碑
ひ

―城
じょう

武
ぶ

本
ぼん

― 虞
ぐ

世
せい

南
なん

（５５８～６３８）筆 

 原石：唐時代・貞観２～４年（６２８～６３０） 
 城武本：宋時代・１０～１３世紀 

九
きゅう

成
せい

宮
きゅう

醴
れい

泉
せん

銘
めい

 欧
おう

陽
よ う

詢
じゅん

（５５７～６４１）筆／唐時代・貞観６年（６３２） 

雁
がん

塔
とう

聖
しょう

教
ぎょう

序
じょ

 褚
ちょ

遂
すい

良
りょう

（５９６～６５８）筆／唐時代・永徽４年（６５３） 
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中 村 不 折 記 念 館 

1 石碑で見る南北朝時代の楷書 

2 石碑で見る唐時代の楷書 

3～5 敦煌写本で見る楷書の変遷 

6 法帖で見る楷書 

―王羲之・王献之― 

7 敦煌写本で見る楷書  

―北朝と南朝― 

8 敦煌写本で見る楷書 ―隋― 

9 敦煌写本で見る楷書 ―唐― 

10 敦煌写本で見る楷書美 

11 法帖に収録された写本 

12 蔵経洞密封前夜 ―五代十国― 

13 シルクロードの衰退 ―宋― 

14 写本の終焉 ―印刷技術― 

15 ポール・ペリオと中村不折 

16 中村不折作品 



【 展示ケース 】   

3～5 敦煌写本で見る楷書の変遷 

前 道
どう

行
ぎょう

般
はん

若
にゃ

経
きょう

巻
かん

第
だい

六
ろ く

・第
だい

七
しち

 西晋時代・永嘉２年（３０８） 

前【重要文化財】法
ほっ

句
く

譬
ひ

喩
ゆ

経
きょう

巻
かん

第
だい

三
さん

残
ざん

巻
かん

 前秦時代・甘露元年（３５９） 

後【重要文化財】仏
ぶっ

説
せつ

菩
ぼ

薩
さつ

蔵
ぞう

経
きょう

巻
かん

第
だい

一
いち

残
ざん

巻
かん

 北涼時代・承平１５年（４５７） 

後【重要文化財】三
さん

国
ごく

志
し

呉
ご

志
し

第
だい

二
に

十
じゅう

残
ざん

巻
かん

  北朝  北朝・５世紀 

前 大
だい

般
はつ

涅
ね

槃
はん

経
ぎょう

巻
かん

第
だい

四
し

十
じゅう

  北朝  北魏時代・正始２年（５０５） 

後 律
りつ

蔵
ぞう

初
しょ

分
ぶん

巻
かん

第
だい

十
じゅう

四
し

  北朝  北魏時代・普泰２年（５３２） 

 

【 ２Ｆ 第２展示フロア－ 】  

6 法帖で見る楷書 ―王羲之・王献之―  

東
とう

方
ほう

朔
さ く

画
が

賛
さん

（玉
ぎょく

虹
こう

鑑
かん

真
しん

帖
じょう

所収） 王
おう

羲
ぎ

之
し

（３０３～３６１）筆／原跡：東晋時代・永和１２年（３５６） 

孝
こう

女
じょ

曹
そう

娥
が

碑
ひ

（三
さん

希
き

堂
どう

帖
じょう

所収） 王羲之 筆／原跡：東晋時代・升平２年（３５８） 

洛
ら く

神
しん

賦
ふ

十
じゅう

三
さん

行
ぎょう

（快
かい

雪
せつ

堂
どう

帖
じょう

所収） 王
おう

献
けん

之
し

（３４４～３８６） 筆／原跡：東晋時代・４世紀 

 

7 敦煌写本で見る楷書 ―北朝と南朝― 

前 持
じ

世
せい

第
だい

一
いち

  南朝  劉宋時代・元嘉２６年／北涼時代・承平７年（４４９） 

後 仏
ぶっ

説
せつ

歓
かん

普
ふ

賢
げん

経
きょう

  南朝  斉時代・永明元年（４８３） 

前【重要文化財】三
さん

国
ごく

志
し

呉
ご

志
し

第
だい

十
じゅう

二
に

残
ざん

巻
かん

  北朝  北朝・５世紀 

後【重要文化財】春
しゅん

秋
じゅう

左
さ

氏
し

伝
でん

残
ざん

巻
かん

  北朝  北朝・５世紀頃 

前 華
け

厳
ごん

経
きょう

巻
かん

第
だい

二
に

十
じゅう

九
く

  南朝  梁時代・普通４年（５２３） 

後【重要文化財】抱
ほう

朴
ぼく

子
し

内
ない

篇
へん

巻
かん

第
だい

一
いち

残
ざん

巻
かん

  北朝  北周時代・６世紀 

 

8 敦煌写本で見る楷書 ―隋― 

前 大
だい

方
ほう

等
とう

大
だい

集
じっ

経
きょう

巻
かん

第
だい

二
に

十
じゅう

 隋時代・開皇１５年（５９５） 

前 大
だい

方
ほう

広
こう

仏
ぶつ

華
け

厳
ごん

経
きょう

巻
かん

第
だい

五
ご

 隋時代・開皇１７年（５９７） 

後 僧
そう

伽
か

吒
だ

経
きょう

巻
かん

第
だい

二
に

 隋時代・大業１２年（６１６） 

後 摩
ま

訶
か

衍
えん

経
ぎょう

巻
かん

第
だい

八
はち

十
じゅう

七
しち

 隋時代・６～７世紀 

 

9 敦煌写本で見る楷書 ―唐― 

前 蔵
ぞう

経
きょう

目
も く

録
ろ く

残
ざん

巻
かん

 唐時代・８世紀 

後 大
だい

般
はつ

涅
ね

槃
はん

経
ぎょう

四
し

相
しょう

品
ほん

第
だい

七
しち

 唐時代・８世紀 

後【重要文化財】鄭
てい

玄
げん

注
ちゅう

本
ぼん

論
ろん

語
ご

残
ざん

巻
かん

 唐時代・８世紀 

前 唐
とう

人
ひと

日
にっ

課
か

習
しゅう

字
じ

巻
かん

 唐時代・８世紀頃 



【 ２F 特別展示室 】   

10 敦煌写本で見る楷書美の極致 

後 阿
あ

毘
び

曇
どん

毘
び

婆
ば

沙
しゃ

巻
かん

第
だい

六
ろ く

十
じゅう

及
および

序
じょ

 唐時代・龍朔２年（６６２） 

前 金
こん

剛
ごう

般
はん

若
にゃ

波
は

羅
ら

蜜
みつ

経
きょう

 唐時代・上元２年（６７５） 

前 則
そく

天
てん

武
ぶ

后
こう

時
じ

写
しゃ

経
きょう

残
ざん

巻
かん

 唐時代・７世紀 

後 太
たい

上
じょう

八
はち

威
い

霊
れい

策
さ く

残
ざん

巻
かん

 唐時代・７～８世紀 

前【重要文化財】荘
そう

子
じ

知
ち

北
ほく

遊
ゆう

篇
へん

第
だい

二
に

十
じゅう

二
に

 唐時代・８世紀頃 

後【重要文化財】荘
そう

子
じ

天
てん

運
うん

篇
へん

第
だい

十
じゅう

四
し

 唐時代・８世紀頃 

 

【 ２F 中村不折記念室 手前 】  

11 法帖に収録された写本 

心
しん

経
ぎょう

（秀
しゅう

餐
さん

軒
けん

帖
じょう

所収） 伝 欧陽詢 筆／唐時代・貞観９年（６３５） 

唐
とう

初
しょ

蔵
ぞう

経
きょう

残
ざん

字
じ

（嶽
がく

雪
せつ

楼
ろう

鑑
かん

真
しん

帖
じょう

所収） 原跡：唐時代・７～８世紀 

唐
とう

人
ひと

書
しょ

蔵
ぞう

経
きょう

残
ざん

字
じ

（筠
いん

清
せい

館
かん

帖
じょう

所収） 原跡：唐時代・７～８世紀 

 

【 ２F 中村不折記念室 】  

12 蔵経洞密封前夜 ―五代十国― 

前 仏
ぶっ

説
せつ

仏
ぶつ

名
みょう

経
きょう

巻
かん

第
だい

二
に

 五代十国時代（後梁）・貞明６年（９２０） 

後【重要文化財】捜
そう

神
しん

記
き

 唐末～五代十国時代・１０世紀頃 

 

13  シルクロードの衰退 ―宋― 

前 大
だい

方
ほう

広
こう

仏
ぶつ

華
け

厳
ごん

経
きょう

巻
かん

第
だい

六
ろ く

 宋時代・１０～１３世紀頃 

後 大
だい

方
ほう

広
こう

仏
ぶつ

華
け

厳
ごん

経
きょう

巻
かん

第
だい

六
ろ く

十
じゅう

四
し

 宋時代・１０～１３世紀頃 

 

14 写本の終焉 ―印刷技術― 

後 晋
しん

唐
とう

屑
せつ

玉
ぎょく

雑
ざつ

巻
かん

 晋～宋時代・４～１３世紀 

前【重要文化財】宋
そう

版
はん

十
じゅう

誦
じゅ

尼
に

律
りつ

巻
かん

第
だい

四
し

十
じゅう

六
ろ く

（開
かい

宝
ほう

蔵
ぞう

）  

 北宋時代・開宝７年（９７４） 

後 至
し

元
げん

通
つう

行
こう

宝
ほう

鈔
しょう

 元時代・至元２４年（１２８７） 

 

15 ポール・ペリオと中村不折 

芳
ほう

名
めい

帳
ちょう

 ポール・ペリオ（１８７８～１９４５）筆／昭和１０年（１９３５） 

中
なか

村
むら

不
ふ

折
せつ

宛
あて

書
しょ

簡
かん

（ペリオ来訪について） 富
とみ

井
い

政
まさ

章
あきら

（１８５８～１９３５）筆／昭和１０年（１９３５） 

中村不折宛書簡（ペリオ来訪時の御礼） 富井政章 筆／昭和１０年（１９３５） 



16 中村不折作品 

猪
ちょ

八
はっ

戒
かい

／三
さん

蔵
ぞう

法
ほう

師
し

入
にゅう

竺
じ く

（十
じゅう

二
に

支
し

帖
じょう

所収） 中村不折（１８６６～１９４３）筆／明治４４年（１９１１） 

李
り

白
はく

（不
ふ

折
せつ

雑
ざつ

画
が

所収） 中村不折 筆／大正９年（１９２０） 

春 眠 不 覚 暁
しゅんみんあかつきをおぼえず

（春
しゅん

光
こう

雑
ざつ

興
きょう

所収） 中村不折 筆／明治～昭和時代・２０世紀 

新
しん

疆
きょう

略
りゃく

図
ず

 中村不折 筆／大正～昭和時代・２０世紀 

 

 

【 関連商品のごあんない 】 

 

台
たい

東
とう

区
く

立
りつ

書
しょ

道
どう

博
はく

物
ぶつ

館
かん

図
ず

録
ろ く

 ２０００円 

清
しん

朝
ちょう

書
しょ

画
が

コレクションの諸
しょ

相
そう

 １２００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

書道博物館本館（第１･３･４･５展示室）では、玉器
ぎょくき

・陶器
と う き

・瓦当
が と う

・石碑
せ き ひ

・墓誌
ぼ し

・仏像
ぶつぞう

・甲骨
こうこつ

文
ぶん

・青銅器
せいど うき

・璽印
じ い ん

など、日本・中国書法史

上特に重要な紙本以外の金石類に見られる文字資料を常設展示しています。 

 

※このパンフレットの複写は固く禁じます。                        台東区立書道博物館 

 

本 館（東京都指定史跡） 


